Global Standards Pattern of Industrial Structure Change and Revised Petty−Clark’s Law by Yoshimura, Hiroshi
吉 村 弘
（北九州市立大学）
























 Clark, C．［８］，Kuznets, S．［１１］参照。














して点 Qを１００とする横座標 Xと，同じ尺度の縦座標 Yをもつ点として表される。もう１つは，３個
の座標をもつ点 P（P1，P2，P3）であり，その第１座標 P1 は点 Rを原点として点 Oを１００とする軸上
にあり，第２座標 P2 は点 Oを原点として点 Qを１００とする軸上にあり，第３座標 P3 は点 Qを原点と
して点 Rを１００とする軸上にある。その際，第１座標として P1 をもつ点は，点 P1 を通って線分 RQ
に平行な直線上にある。同様に，第２座標として P2 をもつ点は，点 P2 を通って線分 ORに平行な直
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  三角形ダイヤグラムについては，吉村［７］参照。そこでは，図１のように，１次産業 P1＝１０％，２次産業 P2＝２５％，３













































































通る。したがって，この３本の線分が，刻み幅 ABの中点 Eを通って線分 ADに平行な線分 EFと交
わる点 P, S, Tはいずれも「派生点」であり，重心算出の対象となる。かくして，図３の「一定領域」


































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































絶対値 正値のみ 負値のみ 正値・負値込み
相関係数 ０．８２４９ ０．９５３０ ０．８５０１ ０．９６３７
順位相関係数（スピアマン） ０．９２２１ ０．９６０８ ０．８９７１ ０．９６３６








１ インドネシア １４．６５ スイス ８．８４ インドネシア －１４．６５ インドネシア －１４．６５
２ マレーシア １１．４８ スコットランド ８．４５ マレーシア －１１．４８ マレーシア －１１．４８
３ アイルランド ９．７４ イングランド ８．１９ アイルランド －９．７４ アイルランド －９．７４
４ スイス ８．７５ ドイツ ８．１４ 韓国 －６．４９ スコットランド ８．４５
５ スコットランド ８．４５ 米国 ６．１８ スイス －５．７３ スイス ８．４２
６ イングランド ８．１９ イタリア ５．５７ フランス －５．３２ イングランド ８．１９
７ ドイツ ８．１４ ベルギー ５．４７ スウェーデン －４．９７ ドイツ ８．１４
８ 韓国 ６．４９ フランス ４．６１ イタリア －４．４８ 韓国 －６．４９
９ 米国 ６．１２ オーストリア ３．９５ オランダ －４．１９ 米国 ６．０５
１０ ベルギー ５．４７ スウェーデン ３．８２ フィンランド －４．１４ ベルギー ５．４７
１１ イタリア ５．３９ インド ３．６１ 日本 －４．１１ イタリア ３．８７
１２ フランス ５．１２ フィンランド ２．９９ タイ －３．７０ オーストリア ３．７２
１３ スウェーデン ４．０５ 日本 ２．２５ デンマーク －３．５５ インド ３．６１
１４ オーストリア ３．８０ デンマーク ２．１３ ノルウェー －３．４９ タイ －３．５４
１５ フィンランド ３．７３ ノルウェー １．１９ 米国 －２．３７ オランダ －３．５２
１６ オランダ ３．７２ タイ ０．８３ オーストリア －０．８１ 日本 －２．６６
１７ 日本 ３．６９ オランダ ０．７４ ベルギー フランス －２．４６
１８ インド ３．６１ マレーシア ドイツ デンマーク －２．３７
１９ タイ ３．６０ 韓国 イングランド スウェーデン ２．０９
２０ デンマーク ３．２６ インドネシア スコットランド フィンランド －１．５９
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Global Standards Pattern of Industrial Structure Change
and Revised Petty−Clark’s Law
Hiroshi Yoshimura
The first aim of this paper is to express quantitatively the global standards pattern of change in industrial
structure, thereby to show Revised Petty−Clark’s law that includes the back ward bending tendency of the
second industry, which means that the composition ratio of the second industry changes to decrease from
increase at the ratio of about 40%.And the second is to show implications and examples of application of the
standards pattern. Then we will be able to attain successfully the first aim and to show the following
implications and examples of application. They are ①the standards stages of economic development based on
the standards pattern, ②the difference ratio of industrial structure, which means the degree of gap of the
pattern of a nation from the standards pattern, and ③the converging tendency of industrial structure.
Keywords : industrial structure, global standards pattern, Petty−Clark’s law, standards stages of economic
development, difference ratio of industrial structure, converging tendency, back ward bending
tendency
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